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＜連絡事項＞
週間予定

· 10/30（月）　17:30～課内研修「精神保健福祉法改正について」
· 　31（火）

· 11/１（水）広報委員より依頼のあった俳句締め切り。季語“冬田”“冬の田”

· 11/3（金）、創立記念日。写真撮影・学術発表会・祝賀会がある為、参加スタッフは時間厳守。
· 11/3（金）、学術にて行われる特別記念講演は法人研修の為、各自Wizにて出欠を入力すること。
＜外来情報＞

· 高橋　百壽様　～変薬後からは調子がよいとの事だが、入民困難気味であると話されている。余暇
　　　　　　　　時間には散歩をして過ごしていると報告あり。

· 我満　奈津紀様～外来担当医へ、妊娠は可能かを確認されており、環境を整えることが第一である
 　　　　　　　　事説明受けている。胃痛訴えＦＫ散処方となっている。

· 晴山　美智子様～体調不良訴え聞かれているが、体温36.4℃であり「だるいだけ」と話されてい
　　　　　　　　る。今後の職親への通勤について「バスで行かなきゃいけない」と報告あり。

＜利用者様情報＞

・庭野　弘樹～先週金曜に担当スタッフと幸房利用について面談実施。面談後、うみねこ幸房を見学し、調理や木工作業を見て「これなら出来るかも」とのこと。ただ、現在は仕事をしたいという気持ちとデイケアを継続して利用したい気持ちとが半々であるとのことで、幸房利用についても「どっちでもいい」と踏み切れない様子。
本日再度幸房見学行い、本人から幸房利用について前向きな発言聞かれている為、今後は幸房利用の方向で話を進めていく。

· 宮　陽子様～金曜の様子について青山荘へ情報提供行っている。本日の様子としても、表情硬くス
　　　　　　タッフや他メンバーと全く交流を持つ事はない。話し掛けに対して表面的な笑顔で対
　　　　　　応されている。
　　　　　（金曜の様子）
　　　　　　　プログラム中は皆に背を向けて過ごされ、スタッフが通ると硬い表情でチラチラと
　　　　　　窺っている。プロフラム時間内に席を立ち、特定のスタッフに「話がしたいんだけど
　　　　　　いいかしら？」と声を掛ける。
内容：青山荘の食事の請求額について納得がいかないところがあるとの事。「私だけ戻ってくる額が少ない」「朝食の額がみんなと違う」「これしかお金が戻ってこない」等と発言聞かれる。確認をしてみるよう勧めるが、「いいの、いいの話を 聞いてもらいたかっただけだから」と表面的な返答。会話中は時折笑顔を見せるが、声高で口調は早い。
対応：本人と１対１で話を落ち着いて出来る環境を整えて不満を発散できる場を提供する。

周囲の環境に対して不満が募ってきている様子。スタッフの話し掛けに対しても攻撃的となり「なんでもないです！」と返答されている為、本人より声掛けがあるのを待つ。

· 鈴木　恵美子様～本日、お母様より発熱の為欠席すると連絡あるが、本人は血圧高値の為欠席する
　　　　　　　　と、お母様を介して連絡受けている。先週も血圧高値の為欠席しており、当院の　
　　　　　　　　外来を木曜に受診した以外には受診等は行っていないとの事。
　　　　　　　　（本日の血圧　収縮期血圧188）　
　　　　　　　　又、長期欠席前に他メンバーから、鈴木様との金銭の遣り取りの件でスタッフに
　　　　　　　　相談あり、本人へ確認したところ翌日より欠席続いている。
　　　　　　　　対応：本人様の状態確認の為にも早期での通所スタッフによる自宅訪問を検討す　　　　

る（欠席が長期にわたると、通所が更に難しくなると考えられる為）。
　　　　　　　　　　以下の理由により…

・体調不良の為の欠席が１週間以上継続している

・お母様と本人様からの連絡に矛盾がある

・デイケア利用規約違反（金銭の遣り取り）に対する、心理的通所困難が予想される

＜業務改善＞

○利用規約：　現在郵送されている分については、第一保護者への返送が完了している。
　　　　　　　まだ御家族より書類が届いていない方が数名いる為、引き続き御家族への連絡を行っ
　　　　　　　て行く。

○危険箇所確認
・通所前の木：枝が折れているが、途中で引っかかってしまっている。手の届く高さではないが、
　　　　　　　風等で落ちそうになっている（直径10センチ程の太さ）。
　　　　　　　⇒　・メンバーへは近くを通る事のないように説明し注意を促す。
　　　　　　　　　・庶務経由で朱夏へ連絡し、早急に撤去するように図る。

・ストーブ：点火後直ぐにエラーとなり消えてしまうものがデイケアルームに２台、１階に３台ある。今後気温が低くなる事により、使用頻度も増加する為、不完全燃焼の危険がある。

　　　　　　　　⇒　・修理依頼及び点検依頼を提出する。

・ストーブ使用時には、ストーブに密着しているメンバーがいる為、距離を置くように説明する。

　　　　　　　　　　・定期的な換気と、ストーブ裏の清掃をこまめに行う。

　・活動室床の修復箇所：修復終了箇所の上に上がった際、床がきしむ音や陥没することが見られている。

　　　　　　　　　　　　⇒　・あくまでも修復している箇所である為、活動時には出来るだけ避けて通るようにメンバーへ説明して行く。

　　　　　　　　　　　　　　・陥没が著しい箇所については、早急に修理依頼を提出する。

＜ナイトケア利用者様事例検討＞

神山　和典様（54）統合失調症　幸房利用中

生活状況：・手帳・年金共に２級であり、金銭についてはお兄様が管理し、毎月生活費を青明舎へ届けている。

　　　　　・就床前薬の服用を時折忘れ、夜間中途覚醒した際に服用していると話されている。

・先月まではお兄様からもらった梅酒を毎日１杯ずつ飲酒していたと話されているが、主治医より飲酒に対する指導受けてからは「飲んでいません」と答えている。しかし、アルコールに関する話題が出ると、飲酒を仄めかす発言聞かれている。

・幸房の利用については、「慣れない仕事をするから疲れる」と話されているが、対応するスタッフにより内容が一転する。

ナイトケア利用状況：・月・水・金の週３回の利用。

・欠席は少ないが遅刻してこられる事が目立っている。

⇒遅刻・欠席の理由として私用と話される事が多いが、詳細については

「洗濯の為」「買い物に行く為」「友人に食事を作らなくてはいけない為」

「テレビを見ながら寝てしまい、寝坊した為」と話されている。

又、月・水・金は忙しいと話されている為、通所日の変更を促すが「火・木は自分の為の時間です」と話されている。

・「ナイトケアは対人関係の為に必要」と話されている。

・気分により斑が著しく自ら交流を持つ時や、他メンバーと交流を持たず、

スタッフの話しかけに対しも拒否的な様子が見られる時がある。

・現在のナイトケア治療計画では“生活上の悩みなど相談できる場の提供”としているが、月１度の面談を実施し、悩み相談に対応している。

外来からの情報：・内服忘れなどは報告することはなく「飲み忘れはありません」と報告されている。

　　　　　　　　・幸房・ナイトケアについては「ちゃんと行ってます」「遅刻も欠席もしていません」と話されている。

今後の対応

· 通所日については、洗濯等の家事を行う為に毎日通所から週3日の通所へと変更している経緯がある為、その事について振り返りを行い、私用は通所日以外で行うように説明する。

· 通所日の見直しを行う。

· 本人がナイトケアをどのように考えているのかを振り返る。又、スタッフが本人をどのように捉えているのか（現状を見る限り時間にルーズで、だらしない印象を受ける事）を伝える。

· 遅刻に関しては来所時間と併せて外来カルテへ記入し、主治医へ確実に通所状況が伝わるように努める。

· 面談のペースは現状維持し、必要に応じて回数を増加する。本人の生活上の悩みなど、相談の場の提供を行っていく。

